
感染症的報告に関する今後の対応について  平成16年度第5回  

運営委員去確認事項  

（平成16年9H17l＝  

1基本的な方針  

運営委員会に報告すろ資料においては、  

（1）文献報告は、同側溝に由来するもし仇7）重袴を配した・覧とを作成すること  

（2）8り（7、ノ運営委員会において、国内両輪血及び血柴分画製剤の使用した個別症例直   

感染症発生報吉は、定期l的に圭とげげ二「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提   

出する取り扱いとされたニオLに上り、感刺青定期報告に添付される過去直感染症発   

生症例報ヂテ上レ〕≠，、直近（ノ叫感隠症報芋了狛叫しり圭と′軌」をもとして利用す‾ろこととすろこ  

し  

2 具体的な方法  

（l）感染帖定期報告し川勺膏は、原則、す∴て運営委員よ委眉∴墨汁＝‾ろことと寸るが 

沈直寅料概要を作成L、委員直督料げノ確認を効三組ノ舶、つ効果的に行うことができる上   

うに寸ろ  

′i研究報たは、㈱ような形式小・覧表を作目kし、  
1該一覧表に代表的な手ノ直の報告様∫い別紙様ぺ第2）及び該当文献む添付した  

「資料概要A」を狛：筈局が作成し、送付する   

〔2．り惑染症植生症回報書直中一ノ 、発現国が「外国」山血賦分画製剤の使用に上ろ症例  

は、同一撃勘塙毎に緋告期間を代表すろ感りき症充生症例・覧（別紙様式第刃をま   

±′明こ「資料概要B」を事務局証作成しィ、j封、卜寸‾る  

血 
：〕、！・虔津川l三権生症甘酢浩／卜了け一、発現国が「国内」両軸血．に上る症例及び．根わ画製  

剤旦雄い帖によろ感染症症例についてけ、「感染症裡鳥牒車い咤．と√朽」を払11卜す‾ろ二  

雌宮委員  
土卜守二」、当該症例にJ抗う「宙料概要」は作戌Lな、、ニセヒす三二）′1’二たし、  

去委員か目性笠・／儀一i一掃、」巳・要としハ帖1前石∴う寸′7：≠．直にノノい∵■け．別途事務局骨  

頁料を佃ノト仁1  

〔ニヱ）植J二見L舶、1「外匡1」直感一組症旋′巨症や帽里∴∴∵い、▼∫∴1、、い≠与て桂川し′∴、ろ［二トノト土間  

仔′ケこ71ごい†．直、旺片l時期が1‥l・け潤増■lハl手〃′ 一軒耕一帥打ン穴、て（′）詳細隋紳′り＼チ  

ノ井憫巨言う‡．中小多∴必すLL緊急 什／八高、／ノよい上等え11か′う†ノ（′ノ）さノ′い一∴ないよ  

た誹帥吊封珊1し∵∵∵個別症例÷㍉析・評珊い十干二㌢バ椰しい手．しりト㌢いた浩、緊急  

、 

什二」1．与こ巨‡ユと考え↓ニノナトう≠）しり引去さ二三小鼓二i二七日f －l′，串＝札二ついて沃、引き続き、検討  

王け’J  

り）T責州比婆八伎じⅠ二ふ∴／二小てご士、卜J∫い6月一万斗巨′り斬rJ；‘委員÷㍍・lニノ拙紬的∵旧舟＿、リ  

挨「感鵜庄的潮鳥∵－二小‾ご川立し圧封斗沃溢」上十三。二とと十て二   
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感染症定期報告概要  

（′、平成19年11月14日）  

平成19年6月1日受理分以降  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要   
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A 研究報告概要  

0 一覧表（感染 症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1＋平成盲9年6月1＝ヨ以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

急研究報告 絹高菜等j！’二′二りノ■竜て 重複してい急毎を除いた報告概要  

コ山覧表を作成し、た．  

皿覧表仁≡もいては 前回伽墨書委員室におい咋i：報告したもの働  

憧の研究部善㍍つ半澤 tパ，亡i＝覧表椚後に当該感染症の重要研究部告－郡  

内容を憑招守た 

．＿，．．．＿＿」   





感染症定期報告の報告状況（2007／6／1～2007／8／31）  

血対  感染症  

番号   （PT）   
出典   概要   

新出  

1D   
70059  2007／′  702さ57  A型肝炎  JMedVirol  A型肝炎ウイルス（HAV）感染患者の血液および糞便中へのウイル   

文献  

06／′15  2006；78：   ス排泄期間および排泄量と、アラニンアミノトランスフエラーゼ  
1398－1405  （ALT）、疾患重症度、HAV遺伝子型との関連を調べた。27例の急  

性HAV患者でHAVは発症後81日間（中央値）便中に排泄され、半  
数で36日目でも多量なウイルスの排泄が続いた。ウイルス血症は  

検出されたが、定量できなかった（中央値42日間）。疾患発症後10  
日間は、ALT値が高いほど血中ウイルス量が高かった。遺伝子型  
1aとIbの患者で、HAV排泄および黄痘の期間に有意差はなかっ  
ーぐ   

70059  2007′ノ  70；！57  A型肝炎  JMedViroI  う盲97－2005年に、，デンマーケ、ドイツ、オランダノルウェー、スペイ  
06′ノ15  2007：79：356－  ン、スウェーデンおよび英国で、男性同性愛者にA型肝炎が大流行  

365   した。このA型肝炎アウトブレイクに関連する株の遺伝子学的関連  

ぎ  

性を調べたところ、これらの国の男性同性愛者から得られた株の大  
部分はMSMlと名づけられた遺伝子型tAに属する近縁のクラスター  

を形成していた。同期間に他のリスク群では異なったHAV株が流行  
していたことから、特異的な株がヨーロッパの男性同性愛者問では  
流行していたことを示す．二  

70059  2007ノ「′  702：57  B型肝炎  Transfusion  2004年10月、神奈川県赤十字血液センターは輸血後HBV感染疑い  
06ノ／15  2006：46：   症例の報告を受けた。供血当時の検査では50プールNAT陰性だっ  

2028－2029  たにも関わらず、凍結検体がHBV個別NAT陽性となった供血者を  
特定した．二この供血者の凍結血液40検体について個別NATを行っ  
たところ、陰性と陽性があった。合計6例の輸血後HBV感染が特定  
された。この供血者におけるHBVDNAの量は50コピー／mL未満か  
ら200コピー，′mLの間で増減していた。供血前に個別NATを行ったと  
しても、全てのHBVキャリアを排除できないことが示されたl‥  

ー  ーー■n■■J■■●■■●■■■一t－■′■■一■■ヽ■■一■一J■－■－－－－－－－－一－・－l－－－－－－■－－－－－－－′■－▲・－■－■－－－  

70059  2007′■′J  702！57  B型肝炎  Transfusion  健康歴の問診によって供血延期となった供血者497名を、4つの米  
06′′‘′15  C型肝炎  2006こ46：   国赤十字血液センターで募集し、血液感染症の血清マーカ臍につ  

1997－2003  いて血液検体を検査した。その結果、ウイルス肝炎リスクおよび静  
注薬物使用歴に関する標準的な供血者用問診にて供血停止となっ  

た供血者は、供血停止とならなかった供血者よりも肝炎マーカー陽  
性率が高い場合が多かった．二その他のマーカ州および質問につい  

て有意な知見は認めなかった。 

一 
lJ・■ －－「■■1■ －一一■■■rt■√■●■■■■■■－・■一一一・－－・－一－－－－ー－■■－－－・－－－－－－■▲■－■■一一・－－’－－■一－■－■一一－－’膚■－－－－－－－■－－－一一■  

70059  
0615  296：2∩〔）5－  筋濯流試験を行った患者16名に発生した急性H一つV感染について調  

20il   ベた′こ患者はある薬局で調整された1つのバイアルの注射剤を投与  

されていた。その薬局では、注射剤を調製する12時間前に、HCVお  
よぴHIVに雁患した患者の血液の放射線標識白血球測定を行って  

いた二．この患者から得られたHCVのシⅦウエンフ、は、当該16症例の  

配列とほぼ同一であった（相同性97．8U。ノー・ィ§■8．5D。ト生物由来製剤を  
取り掃う放射性医薬品薬局は、適切な無菌操作を行ろ‾二きて長吉・   

i  璽   

i  

74之  でALT高値（6l－476IUL）の献血者6700名の血清検体を検査した  要  

ところ、、479名（71む。．jの供血者が抗HEVIgG陽性であった：ALT≧2机  

巨   

IUL群は【1Elv′R卜jA有病率が有意に高か二たこウイノしフ、皿症を発症  
した供血者9名から得られたlJE、用離ウノ＝レスは遺伝子型牒二7j頼   
た一ALT≧201ルしの日本・一れ璃J∵はHE、ノ軒アう雫症慣性啓蒙  

され           を有することが示さゎた＿   

H i l  



血対 ID  受理 日  番号  感染症 PT   出典   概要   
新出  

（）  

70069  2007／  70317  G型肝炎  Epidemjol  チェコ共和国における静注免疫グロブリン（IVIG）投与患者の血清中  

07／18  Mikrobiol   におけるHGV陽性率を調査し、HGV陽性に関係したリスクを検討し  

Imuno12006；  た。ⅠVIG投与患者86例の内20例（23％）が、HGVRNA陽性であった。  

55二136－139  その内3例には肝機能検査値の緩やかな上昇が認められ、また1例  

は慢性リンパ性白血病であったが、IVIG投与前に診断されていた。  

IVIG投与患者のHGV感染率は高いが、肝疾患又はリンパ増殖のい  

ずれの兆候とも関連していないと結論付けられる。   

70069  2007／  70317  肝炎   MedMol   ALTが高く、HCV抗体とB型肝炎表面抗原が陰性である供血者から  2  
07．／18  Morpho12007：  の血衆検体中のウイルス様粒子（VLPs）を視覚的に捉えようと試  

40：23－28   み、また、このVLPsと非経口的に感染するGBV－C／HGVの遺伝子と  

の関係を調べた。その結果、循環血液中のVLPsの検出率は、有意  

にALTレベル上昇と関係（Pく0．001）していたが、VLPsを含む血舞の  

いずれにも、GBV－C／HGVRNAは検出されなかった。電子顕微鏡  
で球状のVLPsが確認され、それらが非B非C型肝炎に関係している  

ことが示唆された。   

70061  2007′／  70259  日日V－8感  

06ノ／15  染   2006；355：  患者1引1例のうち、輸血前にヒトヘルペスウイルス8型（日日V－8）血  

1331－1338  清陰性であった患者991例について追跡調査を行った。そのうち  

43％（425例）に日日V－8血清陽性血が輸血された。991例中41例に  
日日V－8セロコンバージョンが起こったが、セロコンバージョンのリスク  

は陽性血を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者より有  

意に高かった。   

70070  2007／  70324  川∨   FDA／CBER  男性間性交渉者（MSM）からの供血に関するFDAの方針として、合  3  
07／／24  2007年3月23  

日   ている。MSMは川∨、HBVおよび他の感染のリスクが高いからであ  

る。米国赤十字によるとMSMのHIV有病率は一般集団の60倍、初  

回供血者の800倍、リピート供血者の8000倍高い。川∨検査は非常  
こ正確であるが、HrVには感染後もHrVを検出できないwindow期が  

ある。FDAは受血者を守るため、科学的なエビデンスが得られるま  

で、この方針を継続する。   

70059  2007／  70257  HIV   Lancet2007；  2002年の国連レポートや米国国家情報会議は、中国には約100～  
06／15  369：62卜623  200万人の川∨／AIDS患者がおり、感染爆発の危機が迫っているとし  

たが、2006年までの生存患者数は65万人と見積もられた。感染規  

模の過大な予測から、中国では様々な問題が生じた。川∨／A旧S対  

策に多大な予算を掛けたために、喫煙、結核など他の健康問題へ  
の対策が十分ではなかった。中国でのHIV／A”〕S対策はハイリスク  

地域を中心に行うべきである（。  

70059  2007′／  70257  HIV   Lancet2007：  2006年末までに台湾CDCに13702名のHIV－ト′AIDS感染者が報告  4  
06′′′15  369：623－625  された。2003年以降、川∨一仁A忙）S感染生存者は急増し、台湾の  

川∨－レAIDS感染者数は約3万人と推測され、台湾の感染率（2300  

万人中3万人：レ767）は中国（13億人中65万人1′．′ノ2000）よりも高い  

可能性が示された。リスク要因分析によると、静注薬物使用者の感  

染率は2005年には72．40。（246レ3399）であった。また垂直感染は  

2006年未までに19例が確定された。  

一■－．＿＿一■－■＿■■一－・●－■■■＿■一■－■■t－一■■■■■－■■■■■■－■t■－■■■■■－－■■■■■■■■－■■－－－■－■■▲ヽ－－－一▲■■・■－■・－■一－▲・一一  

■■■■＿＿＿一■－＿＿■■－＿′＿■■－－＿－■－－一1■－一一■■■■■■■■■■■－■■■－■■■－■■■■■■－－■t■■－■■－－－－・■■Jヽ－■・l一一・■－－■一一一山・－■・－■・  

70069  2007′／  VoxSanguinis  20例の血友病患者が、1990年初頭以降、韓国で製造された血液凝  
07′18  2007：92：‖3－  固第IX因子の投与を受けてから1～2年後に川∨－1に感染していると  

120   診断された。血兼ドナーと血友病患者で検出されたウイルス間の遺  

伝子関連性を調べた結果、両者とも、川∨－1サブタイプBの韓国  

subcladeに感染していたニ韓国で売血ドナーの血液から製造された  
凝固因子により、少なく：とも20例の血友病患者が川∨－けブタイブB  

に感染したことが明らかとなった。  



血対  感染症  

番号   （PT）   
概要   

新   

王D   

70069  2007／ノ  70317  HIV   出典    些          第81回日本感  これまで国内でのHIV－2感染症例はいずれの報告も外国籍患者で  5  

07ノ／18  染症学会総  あった。今回、日本人初の川∨－2感染例を経験した。  

会・学術講演  
∠ゝ  
＝ミ  喘息発作で入院となり、入院時HIVスケ）－ニング検査（EuSA）で  

ポスターP26－1   

り、HIV－1抗体陰性川∨－2抗体陽性となった。遺伝子解析の結果、  

HIV－2サブタイプAに属し、セネガル棟（60415K棟：）に最も近縁であっ  

た。   

70059  2007ノ  70257  BSE  ProMED－   ニュージーランド食品安全局はBSEを取り巻く最新の科学と実際の  
06′ノ‘15  l¶ai120070302．  知識を踏まえて、ウシ及びウシ加工品の輸入規制を改訂する方針  

0734   である。新しい規制は科学的証拠や最近の国際的な規制に合致し  

たものとするため、輸出する国のBSEリスクステータスの分類に、国  

際的に認められた3カテゴリーシステムを導入する。ゼラチンは、原  

材料の起源およびBSEリスクのある国からの輸入を問わず、全ての  

ゼラチンの売買が自由化される。  

70059  2007′  70：之57  クロイツ  EmergInfect  1999年4月から2005年3月まで日本のCJDサーベイランス委員会に  6   06′′′－′15   フェルト  Dis2007：13：  登録されていたプリオン病患者について分析した。日本のプリオン  
ヤコブ病  162－164   疾患患者597名のうち‖名廿8％）カヾ、発症の前後1ケ月以内に眼  

科手術を受けた。眼科医はいずれもプリオンタン／くクの感染性を除  

去するには不十分な滅菌しか行われていない手術器具を再使用し  

ていた。眼科医は、ブリオン疾患が眼症状を引き起こす可能性があ  

ることを認識し、可能な限り使い捨て器具を使用すべきである。  

70061  2007／′  70：之59  クロイツ  VoxSang   米国で供血後に古典的CJDを発症した個人を特定し、受血者の追  
06∴′′15  フェルト  2006：   跡調査を行った。2006年2月までに、古典的CJDで死亡した供血者  

ヤコブ病  91（Suppl．3）：  31名が試験に登録され、384名の受血者が特定された。追跡を行っ  

68－69   たところ、古典的CJDが輸血を介して受血者に伝播したという証拠  

ま示されなかった。本研究は．．1995年に米国の大規模血液供給シ  

ステムと疾病対策予防センター（CDl〕二）により開始され、継続中であ  

る。   

70069  2007ノ’  70：i17  異型クロ  AABBWeekfy  伝達性海綿状脳症（TSE）諮問委員会が2006年12月15日に公開で   

07・′18  イツフ工  Report2006：  開催され、ヒト血祭由来抗血友病因子（FVIけ）製剤におけるvcJDへ  

ルトヤコ  12r4年）：4－5  の潜在的曝露に関するFDAのl．jスク評価ならびに血祭由辛FVlII製  

ラ病  造におけるTSEクリアランスのレヘルについて討論された。このリア  

ク評価に対して諮問委員会は、、報告が強制でないことや【一最終製品  

のリスク減少を推定をする隙に用いたエビデンスに対して懸念を表  

明した1＝   

7006了  米国で製造された血韓由来の第Ⅷ因子製剤による患者へのvCJ［）  
〔鳴15  イツプェ  Newsletter  病原体伝播のリアプは．極めて低し＼と見らわる二生物製剤評価調査  

‖ト‥ヤコ  2006年12胃15  センタ⊥りCBEF〒JのSteverA11〔iel－S榔博士は「しかしリア？はゼロ  

プ病  日5－6ベ【¶シ  

蔓  話した．二CBERは、．2005年10月3盲日の要具会で提示さヰ1た＝L 

2007      ABC        702  異型クロ  

E  

ヒュ叫タモデルと仮説に基づいたり．ユナチづ析実の概要を示した二重   
要度解析では．りて／」空を碑葦すを主要キ要素け、製造三千量にキ什モ・‡  ・  

ソrニJD感染因子の低瀬である＿  

異型プロ   ABC   
象  

l  i  
0615  

ルトヤコ 2qO7年2月9日   報告した二Roゝ′a蔓S‘＝刷ラモいムし‖「．d行．tlラ．1二alニe誌オノラ√てン牌によ乞と …   
イソフェ トjevノSiette仁   よって予想されていたよりも遥かに低ノなるだろうと英国の研究者か  

▲            L  

ラ病   ㌣甘ぺ仙・ン  2080年までの輸血によそvC・」Dの死亡例は5〔倒と予測され三▲＿懲染要   
牛の摂食による、ノし」［感染か排除されたた軋現在では輸血に」て三， 

伝播が最も可能性か高いと研究者は話している 
ぎ   r  

…   

■         l  
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